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論文
公共図書館と情報リテラシー
—情報リテラシー概念に関する議論の整理—

名倉早都季 †

† 東京大学大学院教育学研究科　
公共図書館は生涯学習機関として，その使命の規定か 市民の情報リテラシーを保障す 必要があ 。情報リテラシー概念については，図書館情報学を中心にその定義が論じ てきた。しかし，既存の研究はその涵養の場所として主に大学図書館や学校図書館を想定してお ，公共図書館との関係か 情報リテラシーを検討した研究は限 。公共図書館が関与すべき情報リテラシーについてどの うな議論が展開さ てきたのかという点は，こ まで整理さ てこなかった。本研究では，公共図書館との関係か 情報リテラシー概念を定義・検討した論考を対象に文献レビューを行い，情報リテラシーの捉え方，そ が論じ 問題設定，対象者，関連概念を明 かにした。
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1 研究背景・研究課題
2005 年 9 月に表明さ たプラハ宣言には，情

報リテラシーは生涯学習という基本的人権の一部
であ ことが明記さ てい 1。同様に，2005年
11月に発表さ た情報リテラシーと生涯学習に関
す アレキサンドリア宣言の中でも，情報リテラ
シーは生涯学習の中核であ ，デジタル社会にお
け 基本的人権の一つであ と記さ てい 2 。
生涯学習の支援は公共図書館の使命の一つであ

か 3，公共図書館はその理念に照 し市民の情
報リテラシーを保障す 必要があ 。
IFLA公共図書館サービスガイドラインは，公
共図書館を “人種，国籍，年齢，性別，宗教，言語，
障害の有無，経済的・職業的な地位，お び学歴
にかかわ ず，すべての地域社会のメンバーが等
しく利用す ことができ ”4機関として定義して
い 。また，同ガイドラインに ば，公共図書
館は，“個々人に対して広範で多様な範囲の知識，
思想な びに種々の見解へのアクセスを保障す
ことに って，民主主義社会の発展と維持に資す
重要な役割を担ってい ”5機関であ 。民主社
会において，属性に関わ ず個々人に保障さ
べき情報リテラシーは，公共図書館との関係か
論じ べき領域であ 。
しかしなが ，情報リテラシーをめぐ 図書館
情報学分野の既存の研究は，公共図書館が関与す
べき情報リテラシーの議論を欠いてきた。情報リ
テラシーを論じ 研究の多くがその涵養の場とし
て想定してい のは，大学図書館や学校図書館であ
。例えば，高等教育段階で情報リテラシーを身
につけた状態を示すフレームワークとして，英国国
立・大学図書館協会（Society of College, National

and University Libraries: SCONUL）6や，米国大
学・研究図書館協会（Association of College and
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Research Libraries: ACRL）7 があ 。また高等
教育・初等中等教育の実践に応用さ 情報探索
のモデルとして，EisenbergとBerkowitzのBig68

やKuhlthauの ISP9が提案さ てきた。一方で公
共図書館におけ 情報リテラシー概念を検討す
研究は限 てお ，実践に向けた共通の参照先
が形成さ てこなかった 10。
ただし，研究におけ 欠落が，実践の欠落を意味

す わけではない。MattesonとGerschは，米国
の公共図書館におけ 情報リテラシープログラム
を調査し，公共図書館が大学図書館や学校図書館
で用い プログラム以外にも，日常生活で必
要とな スキルや趣味に関わ ，独自の多様なプ
ログラムを実施してい ことを報告してい 11。
特に米国では，2016年にウェブ上でのプロパガン
ダが問題視さ た米国大統領選挙以降，フェイク
ニュースやプロパガンダに惑わさ ことなく情
報を適切に評価す ための知識やスキルの提供が，
情報リテラシーのプログラムの一環として行わ
うになってい 12 13。また米国や欧州の公共

図書館では，特定の領域の情報を扱うリテラシー
として，フィナンシャル・インフォメーション・
リテラシー（financial information literacy），ヘ
ルス・インフォメーション・リテラシー（health

information literacy）等を情報リテラシーに関す
プログラムとして展開す 実践例が見 。
公共図書館におけ 情報リテラシーは，多様な

実践が先行し，その概念の全体像を把握す こと
が困難になってきてい 。実践が先行す こと自
体は問題ではないが，概念を検討す 議論の状況
を確認しておくことは，今後の研究の基礎を与え
ことにつなが だ う。本稿では，公共図書館
が関与すべき情報リテラシーの特徴を明 かにす
ことを目的とし，図書館情報学分野で公共図書
館におけ 情報リテラシー概念を扱った論考を対
象に文献レビューを行う。議論の整理にあたって
は，次節の関連研究が情報リテラシーを捉え た
めに用いてきた枠組みであ ，情報リテラシーの
捉え方，関連概念との関係に加え，情報リテラシー
概念が論じ 際の議論の動機・問題設定，情
報リテラシーが必要であ とさ てい サービス
対象者の属性や特徴についても言及す 。研究課
題は以下であ 。

公共図書館が関与すべき情報リテラシー概念

を定義・検討した論考の中では，
1 情報リテラシーは，どの うな実体とし
て捉え てい か。

2 いかな 動機・問題設定か ，概念の定
義・検討がさ てい か。

3 どの うな属性を有す 対象者が，情報
リテラシーに関与す 主体として想定さ
てい か。

4 情報リテラシーに関連す 概念（上位・
姉妹・下位概念）は何か。

2 関連研究
情報リテラシーに関す 議論の動向を整理した
研究としては，AddisonとMeyersの論文があ 14。
Addisonと Meyersは，図書館情報学分野で情報
リテラシー概念を扱った論考をレビューし，情報
リテラシーの捉え方として，情報化の時代に必要
とさ スキルを獲得す こと，認知の習慣を育
成す こと，社会的実践を行うことという 3つが
存在す としてい 。また，そ ぞ の捉え方か
情報リテラシーを論じ 議論の特徴にも言及し
てお ，スキルの獲得とみなす場合には生涯学習
の観点か キャリア形成のためのスキル習得を想
定して，認知の習慣の育成と捉え 見方では問題
解決のためのモデルとして，最後に社会的実践と
みなす見方では文脈が重視さ ，特定の状況と結
び付け て論じ ことを指摘してい 。
また Bawdenは，情報リテラシー及びその姉妹
概念を扱う論考をレビューし，他概念との関係か
情報リテラシーを論じてい 15。Bawdenは，情
報環境が複雑化す 中で，当初読み書き能力を意
味していたリテラシー概念が，次第にスキルに基づ
くリテラシー（skill-based literacies）概念に っ
て補完さ うになってきたことを述べ，スキル
に基づくリテラシーの例として図書館リテラシー
（library literacy），メディア・リテラシー（media

literacy），コンピュータ・リテラシー（computer

literacy）を挙げ 。こ は次第に特定のスキル
以上のものを指す概念へと発展していき，情報を
分析し評価す という点で，情報リテラシーと関
連を有す うになった 16。また Bawdenは，情
報社会におけ 重要なトピックとして，情報リテ
ラシーとデジタル・リテラシーを併置してい 17。
なお日本国内では，情報リテラシーではなく，情
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報リテラシー教育をめぐ ，研究動向のレビュー
や概念の検討が行わ てきた 18 19 20。情報リテラ
シー概念に関す レビューは見 ないが，瀬戸
口は情報リテラシー教育のアプローチをレビュー
す 中で，既存の情報リテラシー概念を，情報観
と人間観という枠組みで整理してい 21。
以上は館種を問わず情報リテラシーという概念

について述べた論考を対象にレビューを行い，そ
の概念をめぐ 議論を整理した研究であ 。公共
図書館が関与すべき情報リテラシー概念に絞 ，
議論を整理した研究は見 ない。
3 研究方法
本研究ではマッピングレビューを行う。マッピ

ングレビューとは，特定のトピックに関す 既存の
研究を分類し，今後必要とな 研究を明 かにす
ものであ 22。日本語文献については，J-STAGE

で抄録に「図書館」かつ「リテラシー」という語
を含む学術論文，CiNiiでタイトルに「情報リテラ
シー」，フリーワードに「図書館」を含む図書を検索
した。英語文献については，ProQuestの Library

& Information Science Collectionで，タイトルに
「information literacy」，抄録に「public library」ま
たは「public libraries」を含む査読付き学術論文を，
ProQuestで 23タイトルに「information literacy」，
図書に関す 情報のいず か（anywhere）に「public

library」または「public libraries」を含む図書を検
索した。また，追加検索として，Web of Scienceで，
タイトルに「information literacy」，抄録に「define」
「rethink」「reframe」「concept」「definition」のい
ず かの語を含む，査読付き学術論文を検索した。
以上の検索で候補とした合計 504件（重複を含

む）について，抄録，目次，冒頭部分を確認し，以
下の判定基準でレビュー対象とす 文献を絞 込
んだ。なお選定した文献の被引用文献も同じ基準
で確認し，基準に合致す 文献をレビュー対象と
して追加した。
(1) 情報リテラシーの定義（他概念との差異に

特徴づけを含む）を与えてい 文献であ
こと。情報リテラシーの涵養を目的としたプ
ログラムを実施す ための指南本や，実践報
告はレビュー対象としない。

(2) 公共図書館との関係か 情報リテラシーを論
じてい こと。大学図書館や学校図書館を想

定してい 文献はレビュー対象外とした。一
方で，公共図書館との関係が明示的に述べ
ていない場合でも，大学図書館や学校図書
館という設定を明示してお ず，公共図書館に
展開可能な概念として情報リテラシーを扱っ
てい 場合は対象に含めた。

(3) 成人を対象とした情報リテラシーを扱ってい
こと。日本の高等学校までの教育段階にあ
年齢の対象者については，学校図書館を想
定した実践の中で様々なモデルが提唱さ て
い 。学校図書館が関わ べきとさ 情報
リテラシーをめぐ 議論との差異を明確にす
ため，本研究では概ね 18歳以上の成人が想
定さ てい 文献をレビュー対象とし，子供
やヤングアダルトのみを対象とした概念を検
討してい 文献は対象外とした。

以上の手続きを経て，14件の文献（論文または図
書の一部）をレビュー対象として選定した。
4 公共図書館と情報リテラシー
レビュー対象とした論考を情報リテラシー概念
の捉え方か 分類す と，(1) 情報検索に必要と
さ リテラシーとす もの，(2) 情報の発信・拡
散に必要とさ リテラシーとす もの，(3) 社
会的実践とす ものという 3つに分類す ことが
できた。この 3つの捉え方の整理は，第 1節で挙
げた 1点目の研究課題と対応す 。以下では，こ
の 3つの捉え方を項として立て，各項の中で問題
設定と対象者ごとに緩やかに論考をグルーピング
しなが ，研究課題の 2点目か 4点目に対応す
整理を行う。

4.1 情報検索に必要とされるリテラシー
1990年代にインターネットが普及し，社会の情
報環境は大きく変化した。McClureは，ネットワー
ク社会の中で，専門家や，テクノロジー愛好家と
いったウェブに詳しい人たちのみがそ 技術を
使いこなして情報検索を行い，そうでない大多数
の人は，そ の情報環境に適応したスキルを涵
養できていないという点を問題として挙げなが ，
関連概念との関係か 情報リテラシーについて言
及してい 24。ここで着目すべきは，McClureが
こ リテラシーを必要とす グループとして，専
門家以外のWeb上での情報検索に慣 ていない人
たち，を想定してい ことであ 。この うな，専
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門家とそ 以外の人たちという括 方は，後に取
上げ 論考でもしばしば見うけ 。McClure

は，情報に 問題解決という文脈で，各種リテ
ラシーを捉え ことを提唱してい 。McClureに
ば，情報リテラシーは問題解決のスキルとし

て列挙さ た以下 4つのリテラシーが重な 部分
に存在す リテラシーであ 25。すなわち，読み
書き能力を指す伝統的なリテラシー（traditional

literacy），コンピュータで基礎的なタスクを遂行
す ためのコンピュータ・リテラシー，紙媒体，電
子媒体のいず のメディアについても，そ を解
読・評価・分析・生産でき 力を指すメディア・
リテラシー，そして最後に，McClureが提唱す
ネットワーク・リテラシー（network literacy）で
あ 。このネットワーク・リテラシーには，ネッ
トワーク上の情報の役割や，情報が生成さ シ
ステムの特性の理解，情報探索ツールを使用し特
定の情報をネットワーク上か 得 スキル等が含
ま が 26，このうちどの うな要素が情報リテ
ラシーに属す のかは明示さ ていない。
この うに情報リテラシーを問題解決という枠

組みか 捉え 点では，野末の論考もMcClureと
の共通点を持つ 27。しかし野末は “情報リテラシー
の具体的な中身が状況（文脈）に って規定さ
”28とす 点で，McClureの捉え リテラシー概

念とは異な ものを指してい と考え 。野
末のこの主張は，別論考で，情報リテラシーを “自
分の属す コミュニティにおけ 種々の営みに必
要な基礎と技能”29であ ，機能的リテラシーとし
て捉えてい ことか も明 かであ 。また，情
報リテラシーを，コンピュータ・リテラシー，メ
ディア・リテラシーとは力点が異な 類縁概念と
してい 点も 30，McClureの見方と異な 。なお，
公共図書館との関係では，ビジネス・健康・医療・
法律等の情報提供サービスについて，“住民にとっ
て望ましい知識獲得の水準を目標として，情報ア
クセスを操作子とす 情報リテラシーを提示して
い ともいえ う（フィナンシャルリテラシー，ヘ
ルスリテラシー，リーガルリテラシーなどと呼ば
ことがあ とお であ ）”31と述べてい と

お ，公共図書館におけ 課題解決支援を，情報
リテラシーを涵養す サービスとして捉えてい 。
McClureと同様に，急速に発展したインターネッ

ト環境の中で，専門家とそうでない人たちという

区別を緩やかにつけ，従来情報探索を専門に行なっ
てきた人たち（例えば司書）に限 ず，一般の市
民にとっても，情報を探索し，判断し，選別す
スキルが重要になってい という点を背景に，情
報リテラシーを論じた研究として Andersenに
論考があ 32。McClureが情報リテラシーを，

情報に 問題解決という文脈で捉え ことがで
き ，あ 程度汎用的なスキルとして捉えていた
のに対し，Andersen はその うに様々な設定に
適用可能なニュートラルなスキルとしては捉えな
い。Andersenは，いず の社会にもいず の時代
にも，何を正当な情報源とす かについての独自
の見方があ ，全ての市民が学習し習得す こと
のでき 中立的な能力として情報リテラシーを捉
え ことはできないことを主張す 33。情報リテ
ラシーは，以下にAndersonが強調す とお ，そ
の うな中立的な能力を超えた，高度な社会政治
的スキルであ 。

Becoming or being information literate

person is not a matter of following a

standard or to be evaluated by one but

to be able to discursively act upon a

society configured and mediated by dis-

courses34.

なお，Andersenは，Warnickの提唱す クリティ
カル・リテラシー（critical literacy）35 の文脈に
情報リテラシーを位置づけてい 。Warnickのい
うクリティカル・リテラシーとは，社会的な文脈
を考慮し，テクストを読み解くためのリテラシー
であ 。また Andersenはコンポジション理論を
参照し，ライティング・スキルやリーディング・
スキルを想定したリテラシー概念を関連概念とし
てい ことか ，情報リテラシーを，読むこと書
くことに関す スキルの延長で捉えてい 。情報
検索に必要なスキルという枠組みではあ ものの，
社会的文脈を考慮し情報を読み解くためのスキル
として扱ってい 点で，McClureの捉え方とは大
きく異なってい 。
以上に取 上げた 2点の論考は，いず もイン
ターネットが普及し，インターネットを利用した情
報検索が日常的に行わ うになった社会状況
を踏まえ，情報リテラシーを検討したものであ 。
機械学習を使用した検索エンジンの普及に って，
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情報検索環境は，インターネットが普及し始めた時
期か 大きく変化した。次に取 上げ Smithと
Mattesonに 論考では，現代の検索エンジンに
情報検索環境が，情報リテラシーの重要な側面

であ ，情報を検討す 行為に大きな影響を与え
ことを背景に，情報リテラシーを検討してい 36。
SmithとMattesonは，機械学習の成果に って，
情報検索の際にクエリが予測さ た 関連情報が
提示さ た ，最も関連す 情報が提示さ た す
現在の情報検索の環境は，非常に有用であ なが
，情報リテラシーの重要なプロセスの一つであ
判断のステージを適切に支援できていないことを
問題とす 。ここで情報リテラシーは，ジェネラ
ル・リテラシー（general literacy）を基盤とす リ
テラシーとして定義さ 。ジェネラル・リテラ
シーとは，OECDが定義す ，社会に参加し，自分
の目標を達成し，自分の知識や可能性を拡張す た
めに，書か た文章を理解し，評価し，利用し，関
わ ことであ ，具体的には読解（reading），情報
技術を用いた問題解決能力（technology problem

solving）が挙げ てい 37。SmithとMatteson

は，こ にニューメラシー（numeracy）を加えた
ものをジェネラル・リテラシーとし 38，このジェ
ネラル・リテラシーは，人間社会のコミュニケー
ション，社会構造，そして情報技術との複雑な関
わ 合いの中で現 ものとしてい 。Smithと
Mattesonは，そのうえで，情報リテラシーの定義
を以下の うに与え 。

This foundation [complex interaction

with communication, social constructs

and technology] supports the informa-

tion literacy of understanding, evaluat-

ing, using and engaging with written

text as defined by OECD. These four

processes are not necessarily linear in

their relationship but required continu-

ously for fully literate participation in

the modern world. Recorded informa-

tion is central, which we define more

broadly than written text to include vi-

sual, audio, video and data records. Lit-

eracy enables the use of recorded in-

formation, as do the tools and skills

required for its creation, dissemination

and use39.

SmithとMattesonは，情報リテラシーがどの
うな存在であ かについては明示していないが，上
に引用した表現か は，読解力，ニューメラシー，
問題解決能力をジェネラル・リテラシーの要素と
しなが ，そ を基礎として，記録さ た情報
を理解し，評価し，使用し，関与す 際に発動さ
ものであ ことが読み取 。さ に，Smith

とMattesonは，情報検索モデルとして情報リテ
ラシーを捉え 既存の研究と，ここで定義した情
報リテラシー概念との対応づけを行う。情報リテ
ラシーをモデルとして捉えた研究は，計画，取得，
判断，コミュニケーションという 4つの基礎的プ
ロセスに基づいてい とし，このプロセスが，記
録さ た情報を前にしたとき，適切な情報技術と
スキルを以て使用し，そ に関わ ことを可能に
す としてい 40。
4.2 情報の発信・拡散に必要とされるリテラシー
2010年代以降の論考では SNSの普及に伴い情
報リテラシー概念を捉え直す試みが見 。ま
たその うな論考は，と わけ情報の発信・拡散
に関わ 点を強調す 。
まず初めに，問題設定や対象者を明確に与えてい
Koltayの論考を取 上げ 41。Koltayは，異

な 目的を有す 利用者グループであ 専門家と
アマチュアとで，そ ぞ に異な 概念を定義す
ことを提案してい 。まず専門家が発揮すべきリ
テラシーとして情報リテラシーを挙げ 。Koltay

がここで専門家としてい のは，調査・研究に関
わ 研究者や学生であ ，高い信頼性や正確性，
妥当性を有す 情報を求め 利用者を指す。アマ
チュアについてはその属性が明確に述べ てい
ないが，概ね専門家以外の，主に娯楽のための情報
検索をす 利用者が想定さ てお ，この利用者
に必要なリテラシーとしてデジタル・リテラシー
が挙げ てい 。また，アマチュアが作成した
ウェブ上のコンテンツは，公共図書館の利用者に
とって有益であ こと，こ まで公共図書館は専
門家向けではなくアマチュア向けのコンテンツを
提供してきたことを述べてお 42，緩やかに公共
図書館が Koltay に ってアマチュアとしてラベ
リングさ た人たちが利用す 場所として想定さ
てい ことが分か 。
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Koltayがこの うな提案をす 背景にあ のは，
インターネット環境の発展に ，ウェブ上にア
マチュアの作 出した情報が多く存在す うに
なったことであ 。Koltayは，専門家が作 出し
た学術的知識と，普通の人（“ordinaly people”）が
作 出した情報とを区別できない状態にしてはい
けないということ 43，また，全ての人に共通して
求め リテラシーを定義す ことはできない
ということ 44 を前提としてい 。ただし Koltay

は，情報リテラシー及びデジタルリテラシーにつ
いてそ ほど明確な定義を与えてい わけではな
い。以下のとお Hobbsがメディア・リテラシー
について述べた特徴 45を援用し，情報リテラシー
教育は，特定の領域や分野や文脈で情報を検索す
ために使用さ ，クリティカル・シンキング
やメタ認知，手続き的知識と関連す ものであ
と述べてい 。しかし述べ てい のは情報リ
テラシー教育であ ，情報リテラシーそ 自体で
はない。

Instead we can state that IL education

emphasizes the need for careful retrieval

and selection of information available

and places prime emphasis on recogniz-

ing message quality, authenticity and

credibility. It concentrates on critical

thinking, meta-cognitive and procedual

knowledge used to locate information

in specific domains, fields, and contexts

(Hobbs, 2006)46.

なお，Koltayは別の論考で 47，メディア・リテラ
シーとの差異か ，情報リテラシーに言及してい
。そこでは，情報リテラシーもメディア・リテ
ラシーも情報の批判的な分析を要求す 点では共
通す が，メディア・リテラシーがメディアメッ
セージの構成について検討をす のに対し，情報
リテラシーは複雑なコミュニケーション状況の中
で機能す ための方法であ とさ 48。
以上の うに捉え 情報リテラシー概念に

対しデジタル・リテラシーは，視覚，聴覚，筆記
の各フォーマットでテキストを消費した 作成し
た す 能力，さまざまなメディアで構成さ
メッセージを評価でき うにす ためのグロー
バル社会に対す 適切な社会認識など，幅広い能

力を統合す リテラシーとして示さ 49。また，
Koltayがデジタル・リテラシーについて強調して
い のは，デジタル・リテラシーが情報リテラシー
に比べ，情報を選定す ことではなく，情報を生
み出すことも含めた概念として扱わ てきた点で
あ 。先に述べたとお ，Koltayの問題設定は，
ウェブ上でアマチュアが情報を発信でき うに
なった情報環境であ 。このため，発信者として
の側面を含むデジタル・リテラシーをアマチュア
に必要なリテラシーとして要請す のであ 。
Koltayの立場を総合す と，情報リテラシーと
は，学習・調査・研究といった場面で，専門家が
学術分野で情報を検索し使用す 際に関与す リ
テラシーであ ，そ が発動さ 場所として主
に大学図書館が想定さ てい 。一方で，デジタ
ル・リテラシーは，主に娯楽を目的として，アマ
チュアが情報行動を行う際の，様々な情報を読み
解くための総合的なリテラシーであ ，このリテ
ラシーが発揮さ べき場として公共図書館が想
定さ てい 。Koltayは専門家以外のアマチュア
の行動として主に娯楽のための情報収集を想定し
てい ため，例えば起業に必要な手続きを調べ ，
投票行動の参考にす ため直近の政治家の言動を
調査す といった，市民が公共の場に参画す 際
に必要な情報行動が，どの図書館で発揮さ べ
きいかな リテラシーに関わ ものかは明示さ
ていない。
なお，ここまでの整理ではKoltayはリテラシー
を，特定の属性を有す グループが身につけ べ
きスキルとして捉えてい うに見え 。しかし
Koltayは，リテラシーは文化的状況に依存す とい
う立場をとってお 50，情報リテラシーをMcClure

の想定す うな汎用的なスキルではなく，野末
が想定す 機能的リテラシーとして扱ってい と
判断でき 。
次に，Mackeyと Jacobsonに 論考では，SNS

の登場に ，こ まで情報の受け手であった個
人が発信者として振 舞う新たなウェブ環境を背
景に，情報リテラシーの新たな捉え方が提唱さ
てい 51。Koltayと異な ，Mackeyと Jacobson

は専門家とアマチュアという区分を設けていない。
またKoltayは公共図書館が関与すべきリテラシー
はデジタル・リテラシーであ としたが，Mackey

と Jacobsonが想定す メタリテラシーとしての
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情報リテラシーは，特に大学図書館のみが関与す
ものとしては与え ていない。 正確に言
えば，Mackeyと Jacobsonが提唱す メタリテラ
シー（metaliteracy）としての情報リテラシーは，
大学図書館での教育が想定さ てはい ものの，
その実践の中に民主社会におけ 意思決定が含ま
てお ，公共図書館にも展開でき 概念であ
と捉え ことができ 。以上の うな差異は見
ものの，公共図書館が関与すべき情報リテラ

シー（Koltayの場合はデジタル・リテラシー）に
ついて，情報の発信者という側面に着目す 点，情
報リテラシーを単な スキルとして捉え ことを
越え うとしてい 点では Koltay の主張と共通
す 。
Mackeyと Jacobsonは，情報リテラシーに関す
既存のフレームワークは，情報を発信した 共
有した す ことで，ソーシャルメディアやオン
ラインのコミュニティに協働的に参加す ことを
想定できていないとす 52。また，新たな情報環
境に対応す リテラシーとして様々な姉妹概念が
提唱さ てきたものの，そ は差異が強調さ
ばか で，共通点が見落とさ てきたことを指摘
す 53。Mackeyと Jacobsonは，情報リテラシー
の姉妹概念として，メディア・リテラシー，デジタ
ル・リテラシー，ビジュアル・リテラシー（visual

literacy），コンピュータ・リテラシー，サイバー・
リテラシー（cyber literacy），インフォメーショ
ン・フルーエンシー（information fluency）を挙
げ，こ は別々の異な スキルではなく，いず
もクリティカル・リーディングやクリティカル・
シンキングに関わ という点で共通の基盤を有し
てい とす 。そして，その様々な他リテラシー
をつなぐための包括的なメタリテラシーとして，
情報リテラシーを以下の うに定義してい 。

Information litearcy is the metaliteracy

for a digital age because it provides

the higher order thinking required to

engage with multiple document types

through various media formats in col-

laborative environments. [...] While

media and technology formats continue

to change, the comprehensive nature

of information literacy prepares indi-

viduals to adapt to shifting informa-

tion environments. In many ways, this

is a process of learning how to learn.

Information-literate individuals acquire

the ability to understand information

using diffrent forms of technology54.

Mackeyと Jaconbsonは，Koltayと同様に，情
報リテラシーをスキルとして捉え 立場には反対
す 。メタリテラシーとして情報リテラシーを再
構築す ことで，情報リテラシーを，個別のスキル
の集合ではなく，相互参加型のオンラインコミュ
ニティにおけ ，情報の積極的な生産と共有とし
て捉え直すことが重要であ としてい 55。
また，情報の発信者や拡散者としてのリテラシー
に着目し，そ を科学的コミュニケーションの文脈
で位置づけた概念としては，Wang に 科学的
情報リテラシー（scientific informaion literacy）が
あ 56。Wang の問題設定は，市民が情報の発信
者・拡散者とな ことを挙げてい 点で，Koltay，
Mackey と Jacobson の論考と共通す 。ただし
Wang の焦点は，特に科学的コミュニケーショ
ンにおいて，市民が発信者や拡散者とな ことで
あ 。昨今の相互のや 取 が可能なメディア環
境下では，科学コミュニケーションにおいて科学
的専門性が失わ こと，誤情報が拡散さ やす
いこと，双方向的な対話や参加があ か といっ
て言論の質が担保さ わけではなくむし 偏
やすいことを課題として挙げてい 57。
なお，ここで着目しておくべきは，Wang が科
学的コミュニケーションに関わ リテラシーとし
て，デジタル・リテラシー，メディア・リテラシー
のほか，科学リテラシーを挙げてい ことであ 。
Wang が想定してい 科学リテラシーは，情報
の活用・評価，また情報の批判的な読解・検討を含
む概念であ 58。この科学リテラシー概念は，新
たなメディア環境に対応す ため先行研究の中で
拡張さ てきた。しかし，Wang は，既存の研
究が論じ 科学リテラシーは，情報の受け手とし
ての能力しか扱っていないことを指摘す 。市民
が科学的知見に対す 意見を表明す ことが容易
になった昨今のメディア環境下では，市民が情報
の拡散者として振 舞うことを想定した新たな概
念が必要であ とす 。その上で，科学的情報リ
テラシーを，科学的情報を獲得・選別・評価・拡
散す ためにメディアを使用す 能力を高め た
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めの多次元構成体（multidimensional construct）
として定義し 59，具体的には，科学的情報を獲得
す 能力，選別す 能力，信頼性を評価す 能力，
拡散す 能力，意見を表明す 能力という以下 5

つの側面を有す としてい 。
4.3 社会的実践としての情報リテラシー
前項までで述べた論考の多くが，情報リテラシー

概念の検討を情報環境の変化という問題設定の中
で行ってい 。つま 社会状況の変化が，情報リ
テラシー概念を検討す 動機となってい 。一方
で社会的実践として情報リテラシーを捉え 見方
では，社会の変化を情報リテラシー概念を検討す
ための動機として与え のではなく，何 かの
理論をその概念に適用す ことの妥当性か 情報
リテラシー概念の検討を始めてい 。
まず初めにクリティカル・セオリーに基づいて

情報リテラシーを論じ 立場を取 上げ う。Irv-

ingは情報へのアクセスが格段に容易になった情
報化時代において，コミュニティ開発の文脈で，
主として周縁化さ たコミュニティの必要に応え
翻訳・移転さ 知識として，“K4D (knowledge

for development), knowledge translation or mo-

bilization”60 という用語が使用さ うになっ
てきたことを背景として述べ 。そして Irvingは
ここで，その知識・情報自体に伴う権力性を再検
討し，司書がその涵養に特権的に関与してきた情
報リテラシーを，クリティカル・インフォメーショ
ン・リテラシー（ciritical information literacy）と
して捉え直す重要性を述べ 。クリティカル・イ
ンフォメーション・リテラシーとは，知識の生成
や獲得に伴う権力性を批判す クリティカル・セ
オリーに基づき，図書館情報学分野で Elmborgが
提唱した概念 61であ 。クリティカル・インフォ
メーション・リテラシーは，情報に関与す 権力
と支配に目を向け，既存の主流となってきた知識
の生産と流通を批判的に捉え ことに関わ 。そ
して以下に述べ てい うに，支配的な見方
が特権を有してきたこと，周縁化さ た声が沈黙
させ てきたことを明 みに出し，学習者が学
習者 自身の知識と経験を理論化す ことを可能
にす ものであ 。

As noted earlier, critical information

literacy helps to expose the privileg-

ing of dominant perspectives and silenc-

ing of marginalized voices, and supports

learners to draw upon theorize their

own knowledge and experience62.

“marginalized voice”という表現があ うに，ク
リティカル・インフォメーション・リテラシーが焦
点を当て のは，社会構造の中で周縁化さ てき
たコミュニティであ 。例えば，Irvingは図書館
がイニシアチブをと べき事例として，障がいが
あ 方向けへの情報アクセスの保障，実際にイニ
シアチブがと てい 事例として，カナダの先
住民族に関す 既存資料の再検討を挙げてい 63。
クリティカル・インフォメーション・リテラシー
を論じ 立場では，クリティカル・セオリーが抑圧
者と被抑圧者の関係を見直す うに，司書と学習
者の関係の再検討を促し，一方向の情報の教授を
批判す 。司書は特権的な立場に立つのではなく，
知識の構築を促す促進者として振 舞うことが求
め 64。Irvingは，司書の役割に関す この
うな意識は，プロパガンダやフェイクニュース
が蔓延す オンラインプラットフォーム，情報へ
アクセスす 際の制限や経済的障壁，関連性を判
断す のが困難な大量の情報を含むインターネッ
ト環境という文脈で高ま ことを指摘し，と わ
け民主社会へ参画す ために様々な情報媒体を分
析す ことが求め ，市民リテラシー（civic

literacy）を扱う分野で，この課題が扱わ てい
ことを報告してい 65。
また Irvingは，公共図書館の役割にも明示的に
言及してい 。Irvingに ば，公共図書館の役
割とは，コミュニティにとって使いやすくアクセ
スしやすい知識を作 出していくことであ ，公
共図書館やコミュニティの図書館は，そこに参画
す 学習者が大学関連の機関が使う言葉とは異な
言葉を用いて，活発な協同学習を行う場所とな
う 66。
この うにクリティカル・セオリーを援用し，特
に Irvingの うにコミュニティという文脈を強調
して情報リテラシーを論じた研究として，コミュニ
ティ・インフォメーション・リテラシー（community

information literacy）を提唱す Partridgeの論
考 67 があ 。
また，Hallもクリティカル・セオリーに基づく立
場をと が，公共図書館の役割を明確に述べてい
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点は特記すべきであ 。Hallはクリティカル・イ
ンフォメーション・リテラシーに関与す ことは
公共図書館の使命であ ことを強調す 。Irving

と同様，司書が利用者に対して特権的な立場をと
既存の構造か 脱す 必要を述べ，公共図書館
のあ べき姿を以下のとお 主張してい 。

Indeed, in pursuing information liter-

acy, public library should aim to be

information rich einvironment that act

as a forum to discuss tha nature of

information and on nexus for public

praxis68.

ここで “praxis”とは，Freireの用いた行動と反省
を伴う実践を示す概念であ 69。Irvingが共同学
習を促進す 場として捉えたことと同様に，Hall

もまた公共図書館におけ 情報リテラシーに関わ
実践では，公共図書館が司書のに 一方向的
な利用者への情報リテラシー教育を展開す ので
はなく，利用者自身が知識を構成す 環境を整備
す ことを求めてい 。なお Hallは Irvingほど
明確に情報リテラシーの対象者を設定してい わ
けではないが，公共図書館は大学生以外にも学習
を提供すべきであ としてお ，緩やかに大学に
所属していない市民が想定さ てい 。
以上が主にクリティカル・セオリーとの関係か
情報リテラシーの再検討を求め 論考であ 。

情報リテラシーを社会的実践と捉え もう一つの
見方としては，Lloydに 論考があ 70。Lloyd

は，プラクティス・セオリーを基盤とし，社会構築
主義の立場か 情報リテラシーを捉え 。Lloyd

は情報リテラシーを実践として捉え，その実践は
情報探索や情報共有等の活動と，情報の検索・評
価・組織等に関わ スキルの集合であ とす 71。
Lloydは，概念はそ が使用さ ことに って
理解す ことができ という見解を採ってお ，
情報リテラシーという概念について簡潔な定義は
与えていない。重要な点は，以下に示すとお ，
Lloydが提唱す 情報リテラシーがその実践に関
与す 様々な主体に って相互に影響を受け 総
体だということであ 。

As a socio-cultural practice that[IL]

facilitates knowledge of information

sources within an environment and an

understanding of how these sources and

the activities used to access them is

constructed through discourse. Infor-

mation literacy is constituted through

the connections that exist between peo-

ple, artifacts, texts, and bodily experi-

ences that enable individuals to develop

both subjective and intersubjective po-

sitions. Information literacy is a way

of knowing the many environments that

constitues an individual in the world. It

is a catalyst that informs practice and

is in turn informed by it72.

また，情報リテラシーについて “a complex and

dynamic practice that is driven by context”73と
述べてお ，Lloydの想定す 情報リテラシーは，
あ ゆ 場面の実践において同じ うに適用さ
ものではないことが分か 。公共図書館との関
係では，生涯学習の提供や市民性の涵養の観点か
，公共図書館が情報リテラシーに関与す 必要
性については言及してい が，そこでの実践につ
いて具体的にそ が何であ かという点には踏み
込ま ていない。ただし，ヘルス・インフォメー
ション・リテラシー（health information literacy）
は，公共セクターが関わ 情報リテラシーの事例
のひとつとして挙げ てい 74。
なお，Lloydが提唱した情報リテラシー概念に基
づき， 実践に関わ 主体の位置づけを強調した
概念として，Whitworthに ラディカル・イン
フォメーション・リテラシー（radical information

literacy）があ 75。
5 考察・今後の見通し
以上に，情報リテラシー概念が公共図書館との
関係か どの うに論じ てきたかを概観した。
本節では，情報リテラシーが公共図書館との関係
で論じ 際の情報リテラシー概念の扱わ 方
の特徴を 4点述べ 。1点目は概念の定義のさ
方についてであ 。1点目で導入す 整理を起点
に，2点目に姉妹概念との関係，3点目に上位概念
との関係，4点目に情報リテラシーを発動すべき
とさ てい 主体について敷衍す 。
1点目に，情報リテラシー概念の定義の仕方は
以下の (a)か (d)の 4つのいず かであった。
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(a) 社会的文脈に ってその中身が変化す 機能
的リテラシーとす

(b) 関連概念との相対的な関係か 定義を与え
(c) リテラシーを発動すべき主体の属性か 定義
を与え

(d) 何 かの目指すべき状態を可能にす 媒体と
す

まず，情報リテラシーを情報検索に必要なリテ
ラシーとす 議論の中では，(a)または (b)の立場
が見 た。(a)の機能的リテラシーとして定義し
ていた論考は，野末，Andersenの論考であ 。野
末は，情報リテラシーを機能的リテラシーと捉え，
具体的な内容は社会的な文脈に って規定さ
としていた。Andersenは情報リテラシーを社会政
治的スキルと述べていたが，その中身は特定の社会
やコミュニティに依存す 点で機能的リテラシー
としての性格を有す 概念であった。(b) 関連概
念との関係か 定義を与えていたのはMcClureの
論考，SmithとMattesonの論考であ 。
次に，情報リテラシーを情報の発信・拡散に必要

なリテラシーとす 議論の中では，情報リテラシー
は (c)そ を発動すべき主体の属性，または (b)関
連概念との関係か 定義さ ていた。発動すべき
主体の属性か 定義を与えていたのは Koltay の
論考であ 。Koltayは，情報リテラシーを学術分
野で調査・研究に従事す グループが発動すべき
リテラシーとして定義していた。関連概念との関
係か 定義を与えていたのはMackeyと Jacobson

に 論考であ 。
最後に，情報リテラシーを社会的実践とす 議

論の中では，(d) 情報リテラシーは目指すべき状
態を可能にす 媒体として定義さ ていた。クリ
ティカル・セオリーに基づく Irving，Partridge ，
Hallの論考は，情報リテラシーを既存の社会の中で
周縁的な立場に置か てきた人々やコミュニティ
の声に焦点を当て，その人々やコミュニティを自
身が情報や知識を再構築していくことを可能にす
営みとして定義していた。プラクティス・セオ
リーに基づく Lloydの論考は，情報リテラシーを，
実践に情報を与えまた実践か 情報を得 触媒と
して論じていた。
以上に確認したとお ，情報リテラシー概念は

何 かの実体として説明さ 場合には，社会的文
脈に ってその中身が変化す 機能的リテラシー

とさ か，あ いは，目指すべき状態を可能にす
媒体とさ かのいず かであ 。機能的リテ
ラシーの場合も媒体の場合もその中身は社会的文
脈や特定の実践に って規定さ ため，情報リ
テラシーという概念の外延は不明確であ 。また，
リテラシーを発動すべき主体の属性か 定義を与
え 場合も，市民以外の専門家グループが発動す
べきリテラシーという形で表現さ てお ，情報
リテラシーという概念で参照さ 事柄が何であ
かは明確に共有さ ていない。関連概念との関
係か 定義が与え 場合についても同様であ
。こ については，2点目，3点目で敷衍す 。
なお，以上に挙げた (a)か (d)の定義の仕方
に該当しない論考としては，Wang の論考があ
。Wang は，5つの能力を含む多次元構成体と
して科学的情報リテラシーを定義していた。また，
Macheyと Jacobsonは，情報リテラシーの定義を
他概念との関係か 相対的に与えていたものの，
実践におけ 情報リテラシーとして，情報媒体の
種類や伝達様態を理解す こと，内容を批判的に
検討す こと等，7つの具体的なポイントを明示し
てい 76。Wang の論考，Macheyと Jacobson

の論考では，情報リテラシーが発動さ た際にで
き べきことが一定程度想定さ てい 。しかし，
いず の論考も情報リテラシー概念の外延を明示
してい わけではない。
2点目に，情報リテラシーとその姉妹概念との関
係は一意には与え ていなかった。姉妹概念と
の関係か 定義を与えた論考，姉妹概念との関係
に言及してい 論考を確認す と，情報に関す
姉妹概念と情報リテラシーを並列に扱う見方と，情
報リテラシーをそ も高次の概念として位
置づけ 見方の 2つの立場が見 た。姉妹概念
と並列に扱う見方をとっていたのは，野末，Koltay

の論考であ 。野末は，情報リテラシーを，デジタ
ル・リテラシー，メディア・リテラシーと力点の異
な 類縁概念であ としていた。Koltayは，情報
リテラシーとデジタル・リテラシーを，そ ぞ 目
的の異な 利用者が発動すべきリテラシーとして
併置していた。なお，Koltayがメディア・リテラ
シーとの関係か 情報リテラシーを扱った論考で
は，デジタル・リテラシーはメディア・リテラシー
や情報リテラシー も様々な要素を含む多面的
な性格を有す 概念として，メディア・リテラシー
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と情報リテラシーが同じ階層に位置づけ てい
た 77。野末がデジタル・リテラシー，メディア・リ
テラシーを情報リテラシーを並列で扱ってい の
に対し，Koltayはデジタル・リテラシーを複合的
な概念であ とし，情報リテラシーとは異な 位置
づけにあ 概念として扱っていた。次に，情報に関
わ 姉妹概念 も情報リテラシーを高次の概念
として位置づけ 見方をとっていたのは，Mackey

と Jacobsonの論考であ 。Mackeyと Jacobson

は，メディア・リテラシー，デジタル・リテラシー，
ビジュアル・リテラシー，コンピュータ・リテラ
シー，サイバー・リテラシー，インフォメーショ
ン・フルーエンシーという姉妹概念に共通す ，批
判的に評価し活用す 側面に着目し，情報リテラ
シーをそ 個別のスキルを包括す 概念として
導入していた。このほか，McClureは，情報リテ
ラシーを，伝統的なリテラシー，コンピュータ・
リテラシー，メディア・リテラシー，ネットワー
ク・リテラシーの重な 部分に位置す 概念とし
て図示していたが，情報リテラシーとこ 姉妹
概念との関係は明示さ ていなかった。以上の
うに，列挙さ 姉妹概念に重複は見 もの
の，そ との関係で情報リテラシーをいかに位
置づけ かは，論者に 大きく異なっていた。
3点目に，情報リテラシーの上位概念としては，

思考に関す リテラシーが挙げ ていた。An-

dersenは，社会文脈も踏まえて情報を読み解くク
リティカル・リテラシーの文脈に情報リテラシー
を位置づけてお ，リーディング・スキルやライ
ティング・スキルと関わ を有す 概念として扱っ
ていた。Smithと Mattesonは，テキストを読む
ことに関わ ジェネラル・リテラシーの一つとし
て情報リテラシーを捉え，そ は読解，問題解決
能力，ニューメラシーを基盤に発動さ もので
あ と定義していた。また，Wangは科学リテラ
シーの派生概念として科学的情報リテラシーを捉
えてい が，そこで科学リテラシーは，科学に関
す 情報を批判的に読んだ 検討した す 側面
を含む概念として与え ていた。公共図書館と
の関係で論じ 情報リテラシーの上位概念と
しては，広く考え ことに関す リテラシーが想
定さ てい 。
なお，他概念との関係か 情報リテラシー概念

を検討す 論考は，上位・姉妹概念との関係か 情

報リテラシーを特徴づけてお ，情報リテラシー
の定義に下位概念は用い ていなかった。下位
概念として挙げ ていたのは，野末が実践との関
連か 言及していたフィナンシャル・リテラシー，
ヘルス・リテラシー，リーガル・リテラシー，Lloyd
が挙げていたヘルス・インフォメーション・リテラ
シーであ 。こ は主に情報リテラシーの実践
の展開の中で言及さ てお ，情報やリテラシー
そ 自体の定義には使用さ ていなかった。
4点目に，情報リテラシーを発動すべき主体は
論考に って異なっていた。1点目で確認したと
お ，主体の属性か 情報リテラシーを定義した
論考はKoltayのみであったが，そ 以外の論考も
含め情報リテラシーを発動すべき主体の属性がど
の うに論じ ていたかを確認しておく。
情報リテラシーを情報検索に必要なリテラシー
とす 議論の中では，情報リテラシーを発動すべき
主体として，情報検索を行う全ての個人が想定さ
ていた。McClure，Andersenは，情報探索を専門に
行う職業に従事していない個人にとっても，情報検
索を行うスキルが重要となってい 情報環境を検
討の出発点としてい 。野末，SmithとMatteson

の論考では，情報リテラシーを発動す べき主体
が明示さ てい わけではないが，情報探索の場
面を特定の専門職が従事す 仕事に限定して論じ
てい わけではないことか ，情報検索を行う全
ての個人が想定さ てい と判断でき 。
次に，市民が情報の発信・拡散を担う うになっ
た情報環境を起点に，情報の発信・拡散に関わ
リテラシーとして情報リテラシーを捉え 議論の
中では，情報リテラシーの担い手を学術分野で情
報を検索しし うす 専門家とす 場合と，緩や
かに専門家以外の市民とす 場合が見 た。前
者は Koltayの立場であ 。Koltayは，情報リテ
ラシーは学習・調査・研究棟学術分野で情報を検
索し使用す 専門家が発動すべきリテラシーとし
て，アマチュアが発動すべきデジタル・リテラシー
との対比か 情報リテラシーを定義していた。後
者の立場はWang に ものであ 。Machey

と Jacobsonの論考は研究者や学生が学術場面で
情報検索や発信を行う場面が主に想定さ てい
が，市民としての情報発信にも言及してお ，専
門家と市民の双方が想定さ てい といえ 。
最後に情報リテラシーを社会的実践として捉え
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立場では，情報リテラシーが存在す 実践に関
わ 主体の存在が強調さ 。ただし，その属性
は明確に規定さ てはいない。クリティカル・セ
オリーを援用す 立場では，情報リテラシーに関
与す 主体として，周縁化さ た人々，コミュニ
ティが強調さ が，情報リテラシーを発動すべ
き主体ではなく，情報リテラシーという営みに関
与すべきアクターという位置づけであった。
本稿では公共図書館が関与すべき情報リテラシー

について，既存の研究での扱わ 方を概観す こ
とにとどまった。本稿の整理に基づき，今後公共
図書館におけ 情報リテラシーをいかに捉え べ
きかという点の考察は今後の課題としたい。
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Public libraries and information literacy: An overview of the

discussion on the concept of information literacy

Satsuki NAGURA †

† Graduate School of Education, the University of Tokyo　
Public libraries, as lifelong learning institutions in line with their mission, have a role to play

in ensuring citizens for their information literacy. The concept of information literacy has been

debated in the field of library and information science, but information literacy in public libraries

has received little attention in previous studies defining or reframing the concept of information

literacy. Such studies have focused on academic and school libraries as the primary places where

information literacy is cultivated. It is still not known how the debates developed around the concept

of information literacy in which public libraries should be involved. This study reviews previous

studies that examined the concept of information literacy in relation to public libraries. The review

identified perspectives on information literacy, backgrounds in which information literacy has been

discussed, attributes of people that public libraries should be involved in their information literacy,

and related concepts.
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本稿は, アマチュアによる表現活動の分析に向けて, ⽂化と余暇の研究を整理したうえで, 分析のた
めの新たな理論的枠組みについて考察するものである。本稿では, ⽂化についてはジョーンズによる「成
⼈教育と⽂化の発展」論を, 余暇についてはステビンスによる「シリアスレジャー」論に焦点を当てて
理論の整理を⾏い, 両論から⽰唆される理論的枠組みについて考察を⾏った。ジョーンズは相互作⽤に
よる動的な⽂化の形成, ステビンスは相互作⽤による⾃⼰形成に主軸を置いていることを指摘し, 両論
に通底する相互作⽤を接合点に融合させた理論的枠組みを提⽰した。また, これを⽤いたアマチュアに
よる表現活動の分析について, たんなる実態分析にとどまらず, 既存の枠にとらわれない⽂化と余暇の
論を深めることに貢献する可能性を⽰した。 

キーワード：余暇，⽂化，アマチュアによる表現活動 
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5 おわりに 

1 はじめに 

本稿の⽬的は, ⼤⼈がバレエを習う「⼤⼈バレ
エ」の分析の前段階として, ⽂化と余暇の研究を
整理したうえで, 分析のための新たな理論的枠組
みについて考察することである。本稿は, 「⼤⼈
バレエ」を念頭に置きつつも, 広くアマチュアに
よる表現活動の分析に活かされることを視野に
執筆されたものである。たとえば, アマチュアに
よるバンド活動, 俳句, 陶芸などの分析に役⽴て
られることが期待される。 

近年, 「⼤⼈バレエ」の需要が⾼まっている。
昭和⾳楽⼤学バレエ研究所が実施した「⽇本のバ
レエ教育に関する全国調査」によれば, 2011 年か
ら 2021 年までの 10 年間で 50 代以上のバレエ
教室在籍者は継続的に増加しており1, バレエが
50 代以上の習い事として⼈気を⾼めていること
は明らかである。バレエには⽇々のレッスンの先
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に発表会があるが, 佐藤⽣実がバレエの発表会を
“夢をより体感できる装置” 2と述べているように, 
表現の場があることがバレエ⼈気の下⽀えとな
っているといえるだろう。バレエに限らず, 発表
会は広がりを⾒せているが, 発表会がたんなるア
マチュアの表現活動として軽視されてきた問題
意識を端緒に, 発表会⽂化を検討する研究が⾏わ
れている3。 

以上のような社会的・学術的動向から, 「⼤⼈
バレエ」をはじめとするアマチュアによる表現活
動の分析への訴求が⾼まっているといえよう。そ
の分析を⾏うための既存の理論的枠組みとして, 
社会教育・⽣涯学習領域において主要なものに, 
⽂化論と余暇論があるだろう。 

⽂化はとらえどころのない抽象度の⾼い⾔葉
であるが, 「アマチュアの⽂化活動」と⾔ったと
きに想起されるのは, 創作・表現, 鑑賞活動であ
ろう。創作・表現活動については, デジタル化が
進み, 誰もが創作・表現活動ができるようになっ
た⼀⽅で, AI によって短時間で⾼⽔準の画像や⾳
楽が⽣成できるようになった。クリエイティビテ
ィが⼈間だけのものではなくなった今, ⼈間が時
間をかけて創作・表現活動を⾏う意味を問いなお
すことが求められている。また, 鑑賞活動に関し
ていえば, コロナ以降, Netflix などの動画鑑賞や
アナログレコードブームに代表される⾳楽鑑賞
など, 在宅での鑑賞活動が広く普及した。劇場⽂
化においても, ロイヤルオペラハウスがライブス
トリーミングを開始するなど, 他者と空間を共有
しない舞台芸術鑑賞のあり⽅が確⽴された。この
ようなアナログからデジタルへ, 公空間から私空
間へという潮流は, ⽂化を通じた公共性をいかに
して⽣み出すことができるかについて我々に問
いかけているが, 後述するように⽂化についての
理論はそれに答えられるほど⼗分に深められて
いない。 

余暇については, 後述するとおり, 労働の対概
念として認識されてきた。なお, 本稿では労働を
賃労働に限定し, 賃⾦が発⽣しない家事労働など
は含めない。今⽇, 労働へのまなざしが変化しつ
つある。2019 年度版「新⼊社員『働くことの意
識』調査」において, 「仕事はお⾦を稼ぐための
⼿段であって⾯⽩いものではない」に肯定的な回

答をした者が 42.3％と, 2014 年度と⽐較して 9.6
ポイント増加し, 「あまり収⼊がよくなくても, 
やり甲斐のある仕事がしたい」に肯定的な回答を
した者は, 2014 年度より 14.9 ポイント減少した
48.0％であった4。労働は⽣きがいを得るためのも
のではなく, ⽣計を⽴てる⼿段でしかなくなって
きている。このような労働へのまなざしの変化と
ともに, 余暇へのまなざしも変化している。「レジ
ャー⽩書 2023」速報版によれば, 「仕事よりも余
暇の中に⽣きがいを求める」の回答率が 2020 年
以降増加している5。労働に⽣きがいを⾒いだせな
くなった今⽇に⽣きる我々の⼈⽣において, 余暇
はもはや「余」った「暇」な活動ではなくなって
きている。 
 これまで述べたような⽂化と余暇を取り巻く
社会の変化により, ⽂化と余暇の既存の理論をそ
のまま扱うのではなく, 検討しなおし今⽇的⽂脈
に引き継いで発展させていく必要があるだろう。
本稿では, アマチュアによる表現活動の分析の前
段階として, ⽂化と余暇に関する注⽬すべき研究
をレビューしたうえで, 新たな理論的枠組みの提
⽰を試みる。それは同時に, アマチュアによる表
現活動をたんに「余暇」や「⽂化」と規定し, そ
の枠を越えた意義を捨象してしまってよいのか
という問いに答えることになり, 今⽇的な余暇・
⽂化研究のあり⽅に⽰唆をもたらすだろう。 
 本稿の構成は次のとおりである。まず⽂化につ
いて, ⽂化研究が抱える課題について確認したう
えで, その課題に⽰唆を与えうる理論としてデヴ
ィッド・J. ジョーンズによる「成⼈教育と⽂化の
発展」論を検討する。次に, 余暇についても余暇
研究が抱える課題を確認し, それを克服しうる理
論としてロバート・A. ステビンスによる「シリ
アスレジャー」論を検討する。最後に, ジョーン
ズとステビンスの論から⾒えてくる新たな理論
的枠組みについて考察する。 

2 文化 

2.1 文化研究の課題：実践を支える理論の充
足 

⽂化研究の課題のひとつとして, 実践を⽀える
理論が不⾜していることが挙げられるだろう。 
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戦後, 市⺠による⽂化活動の実践は豊かに展開
されてきた。1950 年代には, 労⾳やうたごえ運動
に代表されるように, 職場・農村・地域・学校な
どでのサークルを基盤とした⽂化活動が活発に
⾏われた。この⽂化活動がもつ性格として, 草野
滋之は “⽂化活動を通して, ⼈間性を回復し仲間
と連帯して⽣きていく, 新しい⼈間像の追求がめ
ざされていた” 6ことと, “⺠衆⾃⾝が表現・創造活
動の主体として位置づけられ, それを⼟台とする
国⺠⽂化の創造がめざされていた” 7ことを指摘
する。1970 年代, レジャー産業の隆盛によって余
暇⽣活が個⼈消費的なものへと変化したことを
背景に, 職場を拠点とした⽂化サークル活動は停
滞していくが, 疎外された⼈間性を奪還しようと
する地域⽂化運動は発展していった8。しかし市⺠
による消費によらない⽂化活動が展開される⼀
⽅で, ⼤衆消費社会のなかで, ⽂化が消費の対象
として扱われる傾向が強まっていった。 

以上の社会的実情に基づいて個⼈と社会にお
ける⽂化の意味と⽅向性を問う⽂化論を説いた
論者として, 張智恩が述べているように, 佐藤⼀
⼦と北⽥耕也が挙げられる9。佐藤は⼤衆消費型⽂
化の拡がりへの問題意識から, 地域における⾮営
利的な⽂化活動に⽬を向け, 「⽂化協同」や「⽂
化的権利」について⽣活レベルの視点から説いた。
特に「⽂化協同」については, 草の根地域⽂化運
動の実践に着⽬し, 展開した理論として注⽬に値
する。北⽥は⼤衆⽂化への対抗⽂化として「⺠衆
⽂化」を説き, ⾃⼰と「『共』空間」の形成の視点
から⽂化の社会的機能について論じた。北⽥も実
践に着⽬して論を深めており, たとえば, 婦⼈た
ちが版画の絵本を作成した実践から, ⼈間性をつ
くりだし守るものとしての⽂化活動の重要性を
説いている10。 

佐藤や北⽥による⽂化論は, 実践から理論を展
開し, その理論による⽂化活動への意味づけをも
って実践を⽀えたものと評価できよう。今⽇, 市
⺠による⽂化活動が活発に展開される⼀⽅で, 佐
藤や北⽥の論のように, それを⽀え活性化するた
めの理論的な深まりが⼗分にみられないのが現
状である。この課題に⽰唆を与えうる論者として, 
新藤浩伸は⽂化活動の意義を論じる成⼈教育研
究者のジョーンズを紹介した11。次節において, 

ジョーンズの「成⼈教育と⽂化の発展」論をレビ
ューする。 

2.2 ジョーンズ「成人教育と文化の発展」論 

新藤が述べるように, ジョーンズの論の根幹に
は「誰が⽂化を定義するのか」という問いがあり, 
したがって成⼈教育の実践は参加者⼀⼈⼀⼈が
⽂化を定義する営みとして位置づけられている12。
また, ジョーンズは⽂化を“静的なものではなく
動的なものであり, そのダイナミズムを促進する
エンジンを⾒つけることができた場合にのみ⽣
き残ることができるもの” 13と捉えている。このよ
うな⽂化観に⽴つジョーンズは, これまで歴史
的・社会的に規定されてきた⽂化や芸術を問いな
おし, 多様な⽂化を動的に発展させていく⽅途と
しての成⼈教育の役割を整理している。 

ジョーンズはまず, ⽂化を発展させるための成
⼈教育の役割を分析するために芸術との関わり
かたについて整理している。ジョーンズは, ⼈々
の芸術への関わりかたを鑑賞者, 創作者, 参加者
の 3 つに区分した。鑑賞者とは芸術における
audience であり, 創作者はプロアマ問わず創造
的な芸術家であり, 参加者とは芸術において指揮
をとる者や実演者のことである14。 

そしてどの関わりかたにおいても, その⽂化芸
術領域によって異なるが, 4 つの発達領域がある
とした。それはすなわち, ①知覚の鋭さの発達 ②
表現の媒体を扱う能⼒の発達 ③創造的プロセス
に関わる能⼒の発達 ④芸術活動の本質をみきわ
める能⼒と, 価値の相対性への意識の発達である。
これらの発達領域は, 学習の⽬標となるものでは
ないが, 成⼈教育の講師にはこれらの発達を理解
したうえで学習者を⽀援することが求められる。 

①知覚の鋭さの発達については, ジェームズ・
J. ギブソンによって開発され, サミュエル・H. 
バートリーによって説明された 6 つの知覚システ
ム, すなわち視覚, 聴覚, 味覚—嗅覚, 触覚, 基礎
定位, 恒常性に基づいて整理されている。この 6
つに加え, 芸術表現の媒体としての⾔語への感受
性を⾼めることの意義を⽰し, その⽅法を参加者
と⼀緒に考えることが成⼈教育のチューターの
役割だとしている。②表現の媒体を扱う能⼒の発
達について, 成⼈教育の講師は学習者を相互作⽤
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的な学習へと誘う必要があるとしている。表現の
媒体を扱う能⼒の相互作⽤的な学習とはどうい
うことかというと, 参加者⼀⼈⼀⼈が, ⾃分が選
んだ表現媒体との相互作⽤の⾃分なりのありか
たを磨いていこうとすることである。③創造的プ
ロセスに関わる能⼒の発達については, 創造的プ
ロセスには不安がつきものであるが, ⼤⼈は学習
の場に野⼼や地位, アイデンティティを持ち込ん
でしまうことで不安が失敗や恥に結びつきやす
いことを指摘する。学習者に対して不安の感情が
あってもよいのだということを伝えることが, 講
師に求められる。④芸術活動の本質をみきわめる
能⼒と, 価値の相対性への意識の発達については, 
参加者に考えるべき内容を伝えないことや価値
を学習者に押し付けないことが求められる。ある
作品が芸術としての地位を獲得すること, それは
社会的環境のなかで⽂化的に規定された価値体
系のなかで, 社会的なプロセスで価値づけられる
ことであるが, 本来, 作品の価値を打ち⽴てるの
は制作者以外の誰でもないことを留意する必要
がある15。 

ジョーンズの以上の理論は, 芸術分野における
成⼈教育プログラムの実践者を想定して書かれ
たものだが, 芸術への関わりかたを精緻に整理し
た点において評価でき, それは幅広く市⺠による
⽂化活動にも援⽤できるだろう。しかし, ジョー
ンズの 4 つの発達領域を理論的に⽤いた研究は⾒
当たらず, ジョーンズの論を深めることは今後の
課題として残されている。 

2.3 知覚と言語：相互作用による動的な文化
の形成 

前節においてジョーンズの論を概観したが, そ
の論を特徴づけるものとして, 知覚と⾔語への着
⽬があるだろう。 

知覚については, ギブソンやバートリーの影響
を⼤いに受けており, “ギブソンが述べるように
現実世界で私たちは, 多くの実験のように対象を
静⽌したものとしては⾒てはおらず, 固定された
観点から⾒てもいないのである” 16と指摘したう
えで, バートリーの定義を引⽤し, “知覚は「有機
体と周囲の環境との即時的相互作⽤に対する呼
称」である” 17と述べている。つまり, ジョーンズ

は, 動的な対象を相対的な観点から認識するとき
の即時的相互作⽤として知覚を捉えている。知覚
は学習されるが, それは同時に⽂化によって規定
されることを意味する。しかし, 成⼈教育によっ
て⾼められた知覚の意識は“知覚の⽂化的決定要
因を超越し, それにより⼤⼈の学習者は, 様々な
⽂化的環境のなかで⽣み出されたものを楽しめ
るようになる” 18という。動的な⽂化を志向するジ
ョーンズは, 動的な相互作⽤のなかで⽂化を⾒る
ための触媒として, 知覚に可能性を⾒出している
のだろう。 

⾔語については, 前述のとおり知覚と同様に芸
術表現において感受性を⾼めるべきものとして
捉えられている。また, ジャック・メジローの変
容的学習論について引⽤したうえで, 成⼈教育の
なかでのコミュニケーションの重要性も説いて
いる。⽂化活動を⾏う⼤⼈のグループにおいて, 
コミュニケーションを通じてその⽂化の捉え⽅
をグループ⾃体が問いなおしていくことについ
て, “その⽂化をどう理解したかを付け加えたり, 
その⽂化が採⽤している価値体系を広めていこ
うとするならば, かれらは⽂化の発展に参加して
いる, といえるだろう” 19としている。したがって, 
動的な⽂化の発展に寄与する相互作⽤としてコ
ミュニケーションを, そしてコミュニケーション
の媒体としての⾔語の重要性を⾒ているといえ
よう。 

以上述べてきたように, 動的な⽂化を形成する
ための相互作⽤として, 知覚とコミュニケーショ
ンに着⽬したことが⾒て取れる。ジョーンズによ
る 4 つの発達領域の理論は, ⼀⾒すると個⼈的
な発達論と捉えられかねないものだが, 実際はこ
のような知覚と⾔語の相互作⽤に裏打ちされた
⽂化形成論であると捉えられる。ジョーンズの論
をアマチュアによる表現活動へ活⽤し, 実践的・
理論的に深めていくことは, すなわち佐藤や北⽥
の⽂化論を掘り下げることであり, そしてそれは
⽂化の社会的意義に関する議論を活発化しうる
だろう。 
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3 余暇 
3.1 余暇研究の課題：「労働／余暇」の克服 

これまで余暇は, 「労働∕余暇」の⼆分法に基
づいた労働の対概念として, 社会的・制度的・理
論的に位置づけられてきた。歌川光⼀の整理によ
れば, 今⽇「余暇」と括られる問題は, 戦後〜1960
年代の「レクリエーション」から変遷していった
ものである。GHQ 占領下において「レクリエー
ション」の語が⽤いられるようになり, 1950 年代
からそれは労務管理や⽣産効率のためのものと
して職場で実施されるようになった20。その後, 
1960 年代の⾼度成⻑期には家計における余暇関
連⽀出が増⼤し, 1970 年代以降の低成⻑の時代
には週休⼆⽇制の定着などによって⾃由時間が
増⼤した。このような余暇への関⼼の⾼まりから, 
1972 年に, 通商産業省産業政策局と経済企画庁
企画官房にそれぞれ余暇開発室が置かれ, 総合的
な余暇⾏政が本格化することとなった21。それは
すなわち, 経済関連政策として余暇が扱われるこ
とを意味する。社会教育学においても, 池⾕美⾐
⼦が整理しているように, 「労働と余暇」の枠組
みに基づいて議論が展開された。たとえば, 倉内
史郎編『労働・余暇と教育—⽣活構造の変化は何
を求めているのか』（1975 年）, ⽇本社会教育学
会年報『⽣活構造の変化と社会教育』に収録され
た伊藤順康「国⺠の余暇⽣活の変容と社会教育の
課題」（1984 年）, ⽇本社会教育学会年報『週休
⼆⽇制・学校週五⽇制と社会教育』（1993 年）が
ある22。このように「労働∕余暇」の枠組みのも
と, 社会的・制度的・理論的にも, 余暇は扱われ
てきたのである。 

これまで⾒てきたような「労働∕余暇」の⼆分
法を乗り越え, 労働と余暇の両⽅を⼈⽣の⼀部と
位置づけて検討しようとする研究の機運が⾼ま
っている。たとえば池⾕は, “労働時間問題をはじ
め今現実に⽇本社会で起きている問題を捉える
ための枠組みとしては「労働と余暇」はあまりに
巨視的で, 結果として現状認識の精度を⽋く” 23

と, 「労働∕余暇」の限界性を指摘し, それを克
服する理論としてワーク・ライフ・バランスの可
能性を⽰唆した。2017 年から 2020 年には, 池⾕
を委員⻑とするプロジェクト研究「ワークライフ

バランス時代における社会教育」が, ⽇本社会教
育学会において⾏われた。プロジェクト研究では, 
検討する領域を拡張して, ワークライフバランス
と近接するキャリアについても扱われた。児美川
孝⼀郎によればキャリアとは, ワーク・キャリア
（職業上の経歴）との関連におけるライフ・キャ
リア（⽣き⽅の履歴）である24。今⽇のキャリア
教育・⽀援がワーク・キャリアに偏重してしまっ
ていることに対し, 阿⽐留久美は“既存の社会を
⽣き抜くためのライフハックとしては意味があ
るが, ⽣きるとはどのようなものなのかを知り, 
味わいつつ充溢した⽣を⽣きていくことに資す
るものにはなかなかつながりえないのではない
か” 25と問題提起し, ライフ・キャリア教育・⽀援
の重要性を説いた。このように⽣き⽅全体を問い
なおす動きのなかで, 池⾕が指摘するように, こ
れまで中⼼に置かれてきた労働の価値を相対化
しうるものとして, 余暇について議論を深めるこ
とが求められてきている26。「労働∕余暇」を克服
するものとしての余暇への関⼼の⾼まりは, ⽇本
社会教育学会において 2021 年から始動して2023
年現在進⾏中であるプロジェクト研究「社会教育
学における余暇・レクリエーションの再検討」か
らも⾒てとれる。 

「労働∕余暇」を克服する余暇の視座として, 
労働と余暇に共通する価値を⾒出すものがある。
倉内史郎は「労働∕余暇」の⼆分法に依拠しなが
らも, 両⽅に共通する価値として実利（世俗的成
功）, まじめ（社会的価値）, あそび（私的⾃由）
の３つを整理した27。⽇本型雇⽤経営が確⽴され
ていく 1970 年代に同じ価値志向のあるものとし
て労働と余暇を捉えた点において, 先駆的な考え
⽅であったと評価できるだろう。しかしその後の
社会教育の領域において, 職業教育研究の衰退も
相まってか, 労働と余暇に共通する価値について
議論が深められてこなかった。その⼀⽅で近年で
は, 労働と余暇に共通する価値があることを指摘
したステビンスによる「シリアスレジャー」の理
論を輸⼊するかたちで, 余暇の検討が積極的に進
められている。 

以上を踏まえたうえで, 次に「シリアスレジャ
ー」について検討する。 
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3.2 ステビンス「シリアスレジャー」論 

シリアスレジャーは余暇社会学者のステビン
スが提唱した余暇活動の概念であり, “アマチュ
ア, 趣味⼈, ボランティアによる活動で, 彼・彼⼥
らにとってたいへん重要でおもしろく, 充⾜をも
たらすものであるために, 典型的な場合として, 
専⾨的な知識やスキル, 経験と表現を中⼼にした
レジャーキャリアを歩み始めるもの”と定義され
るものである28。ここでいう「キャリア」とは, 次
節にて詳しく述べるようにアーヴィング・ゴフマ
ンの「モラルキャリア」に基づく広義でのキャリ
アであり, 決して職業的キャリアに限定されるも
のではない29。「シリアス」という形容詞は熱意や
誠実さを体現したものであり30, したがって, ⽇
本語では余暇活動に本気で, 真剣に, 熱⼼に, ま
じめに, ひたむきに打ち込んでいる状態と説明で
きる31。シリアスレジャーには, 忍耐, キャリア, 
個⼈的努⼒, 持続的な利益, 独⾃のエトス, アイ
デンティティの 6 つの特徴がある32。 

シリアスレジャー研究は主にレジャースタデ
ィーズの領域で展開されており, 杉⼭昴平の整理
によれば, それらの研究テーマは社会的世界の解
明, 制約への対処法略の解明, ジェンダー化の解
明, マイノリティによる実践の解明, ⽣活の質に
対する効果の解明, シリアスレジャー的側⾯の照
射, 理論的精緻化, 隣接概念との関連の検討の 8
個のカテゴリに分類できる33。このうち理論的精
緻化について, 最新の動向をレビューする。 

シリアスレジャーの理論的精緻化の動向とし
ては, 6 つの特徴の精査と測定⽅法の開発などが
ある。イ・ジンヒョンらは, シリアスレジャーの
6 つの特徴のうち 4 つ—持続的利益, アイデンテ
ィティ, 忍耐, 努⼒—について, 持続的利益がア
イデンティティ, 忍耐, 努⼒に肯定的に影響を与
え, またアイデンティティが忍耐と努⼒に肯定的
に影響を与えるという相互関係があることを明
らかにした34。シリアスレジャーの測定⽅法とし
て, ジェームズ・グールドらによって開発された
the Serious Leisure Inventory and Measure 
(SLIM)がある35。これは 18 因⼦の各因⼦につき 3
項⽬ずつ, 計 54 項⽬からなるものであるが, グ
ールドらはのちに, よりバイアスが少なく負荷量
が⾼い項⽬を各因⼦から１つずつ選出した計 18

項⽬を提⽰している36。54 項⽬のものは SLIM オ
リジナルバージョン, 18 項⽬のものは SLIM ショ
ートバージョンと通称され, これらを⽤いた研究
が展開されている。SLIM を⽤いた研究 34 件の
うち,  13 件は SLIM ショートバージョンを, 
残りの 21 件はオリジナルバージョンを使⽤して
おり, SLIM は両バージョンとも信頼性の⾼い測
定⽅法であることが認められている37。以上に述
べてきたような理論的精緻化の進展により, ガー
デニングからサーフィンまで, 多種多様な余暇活
動を対象とした実証的研究の拡⼤が加速してい
る。 

本節では, シリアスレジャー研究を概観するべ
く, ステビンスによる基本的概念を整理したうえ
で, シリアスレジャー研究の展開をレビューした。
次節では, ステビンスの理論に⽴ち返り, レジャ
ーキャリアについて深く検討する。 

3.3 レジャーキャリア：相互作用による自己
形成 

前述のとおり, ステビンスはシリアスレジャー
を, レジャーキャリアを歩み始めるものと定義し, 
そのキャリアが広義のものであることをゴフマ
ンの「モラルキャリア」を引⽤して説明した。こ
こで注視したいのは, 前述のライフ・キャリアと
は異なる, 今⽇のキャリア論とは異なる⽂脈での
キャリアが想定されていることである。ドナル
ド・E. スーパーがライフ・キャリア・レインボ
ーを提⽰した38のとほぼ同時期にステビンスがシ
リアスレジャーを提唱したために引⽤できなか
ったのだとしても, あえてゴフマンの「モラルキ
ャリア」を⽰した意味を考える必要があるだろう。 

ゴフマンは, モラルキャリアを“キャリアが本
⼈の⾃⼰と, ⾃分⾃⾝や他者を判断するためのイ
メージの枠組みのなかで⽣じる規則的な⼀連の
段階” 39と定義している。モラルキャリアは, シン
ボリック相互作⽤論者が時間の経過とともに社
会的に交渉されるアイデンティティの変遷のプ
ロセスを説明するために⽤いる「キャリア」の⼀
種であり, レッテルなど社会的評価の対象となる
個⼈の変容プロセスを説明する概念である40。ゴ
フマンは精神病患者を対象に否定的なイメージ
の枠組みのなかで⽣じるモラルキャリアを分析
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したが, これは肯定的なイメージにも援⽤可能な
概念であるため, ステビンスはレジャーキャリア
の説明にこれを引⽤したのだと推測できる。 

ここで, シンボリック相互作⽤論の基本的な考
え⽅についても整理したい。ハーバート・G. ブ
ルーマーによれば, シンボリック相互作⽤論は 3
つの前提の上に成り⽴っている。3 つの前提とは
第⼀に⼈間はあらゆる事物に対して, その事物が
⾃分にとってもつ意味に基づいて⾏動すること, 
第⼆にその意味が仲間との社会的相互作⽤から
⽣じること, 第三にその意味は遭遇した事物に対
処する際に⽤いられる解釈的プロセスのなかで
修正されていくことである41。このようなシンボ
リック相互作⽤論の視点に⽴てば, 個⼈も社会も
互いに作⽤しながら変容していく動的なもので
あるといえる。 

ステビンスがゴフマンのみならずブルーマー
やアンセルム・L. ストラウスも参照しているこ
とから42, 「シリアスレジャー」論においてシン
ボリック相互作⽤論の影響が少なからずあるこ
とが窺える。シリアスレジャーの 6 つの特徴のう
ちアイデンティティが他の 5 つの着地点として説
明され, ⼀線を画していることからも推察できる
ように43, 社会的相互作⽤のなかで⾃⼰を形成・
変容していくものとして余暇活動を⾒ているこ
とに, 「シリアスレジャー」論の核⼼があろう。 

しかしながら, 6 つの特徴を横並びにして表⾯
的に余暇活動を⾒, ⾃⼰形成の観点を差し置いて
余暇活動そのもののシリアスさ∕カジュアルさ
を評価するシリアスレジャー研究も少なくない。
そのような研究を批判的に継承しつつ, ステビン
スが⽰唆する相互作⽤による⾃⼰形成の視点に
依拠しながら「シリアスレジャー」論を⽤いるこ
とで, 労働∕余暇の⼆分法を超克することが可能
となり, ひいては余暇の公共性や教育的意義を捉
えうるだろう。 

4 考察 
4.1 ジョーンズとステビンスの接合点：相互

作用  

本稿では⽂化と余暇の理論として, ジョーンズ
の「成⼈教育と⽂化の発展」論とステビンスの「シ

リアスレジャー」論に焦点を当ててそれぞれ検討
した。 

両者の論に共通していることは, 相互作⽤に⽬
を向けていることである。ステビンスは社会的相
互作⽤のなかで⾃⼰が形成・変容されていくこと
に主軸を置いている。また, ジョーンズはポスト
モダニズムの流れを受け取って⽂化を動的なも
のと⾒ており, ステビンスは社会を動的なものと
⾒るシンボリック相互作⽤論の影響を受けてい
る。このように, 個⼈とそれを取り囲むあらゆる
事物との相互作⽤のなかで, ⾃⼰と周囲が互いに
形成と変容を繰り返しながら動的な社会・動的な
⽂化をつくりだしていくという観点において, 両
者の理論には通底するものがある。 

しかし, 相互作⽤のどちらに重⼼を置いている
かについて, 両者には差異がある。ジョーンズは
相互作⽤によって形成される⽂化に主眼を置い
ている⼀⽅で, ステビンスは相互作⽤によって形
成される⾃⼰に重⼼を置いている。個⼈とその周
囲にある⽂化という着眼点の違いから, 両者の理
論を融合することで, 互いに補完し強化するもの
となりうる。 

以上に述べたように, 相互作⽤を接合点として
ジョーンズとステビンスの論を融合する新たな
理論的枠組みを⽤いることで, より包括的に相互
作⽤の⼒学を捉えることができるだろう。 

4.2 アマチュアの表現活動の分析に向けて 

前節で述べたとおり, ジョーンズとステビンス
の論を融合することで, アマチュアの表現活動を
取り巻く相互作⽤を捉えることができよう。しか
し, あらゆるアマチュアの表現活動の分析に活⽤
できるまでの新たな理論的枠組みを確⽴するに
は, 段階を経る必要がある。まず, 実践の理論化
のプロセスがあるだろう。ある実践について, ジ
ョーンズとステビンスの論それぞれで分析を⾏
い, その分析結果を融合して⾒えてくるものを探
るのである。具体的には, 実践者へのインタビュ
ーを「相互作⽤による⽂化の形成」と「相互作⽤
による⾃⼰の形成」の 2 つのテーマから分析を⾏
い, 両テーマの分析結果から⼤きな相互作⽤モデ
ルを⽣成するという作業が想定される。次に, ⽣
成した理論の⽐較検討である。たとえばまず, 「⼤

- 22 -



0310_校正済_染葉さん本文.doc：24.3.10（15:30） 
 

 

⼈バレエ」の実践から理論化したとする。その後, 
陶芸の実践からも同様の⼿順で理論化を⾏い, ⽐
較する。このような⽐較検討を繰り返し, ⼤きな
相互作⽤モデルを構成する概念の統廃合をする
という⼿順が想定される。以上の段階を経てブラ
ッシュアップすることで, 新たな理論的枠組みを
確⽴できるだろう。 

そのようにして確⽴された新たな理論的枠組
みを⽤いてアマチュアの表現活動を分析するこ
とで, 展望されることが 2 点ある。第⼀に, アマ
チュアの表現活動の社会的意義を⾒出せること
である。これまで, アマチュアの表現活動は私事
的で余剰なものとされてきた, つまり, それがも
つ個⼈的意義に焦点が当てられてきた。しかし, 
たとえばアマチュア間の相互作⽤が明らかにな
ることによって, アマチュアの表現活動の社会的
意義にも光が照らされるだろう。そしてそれによ
り, アマチュアの表現活動がもつ公共性について
論じることができるようになり, ゆくゆくはその
⽀援の基盤整備のための議論へと展開できよう。
第⼆に, 余暇論・⽂化論の議論を活性化すること
である。動的な相互作⽤によってアマチュアが形
成する⽂化を捉えることは, 既存の静的な「余暇」
や「⽂化」とは異なる余暇・⽂化観を提⽰するこ
ととなる。新たな視点の登場によって, これまで
の論の批判検討が⾏われ, 余暇と⽂化についての
議論が活発になることが⾒込まれる。このように, 
ジョーンズとステビンスの論を融合して分析を
⾏うことは, たんなるアマチュアの表現活動の実
態分析にとどまるどころか, これまで蓄積されて
きた余暇と⽂化の論を深め, 理論の発展に貢献す
ることに資するだろう。 

5 おわりに 
本稿では, ⽂化の理論の不⾜という課題に⽰唆

を与えうるジョーンズの「成⼈教育と⽂化の発
展」論と, 「労働∕余暇」の⼆分法を克服しうる
ステビンスの「シリアスレジャー」論を検討した
うえで, 両者の論を, 相互作⽤を接合点に融合さ
せる新たな理論的枠組みを提⽰した。本稿の内容
は, ⽂化と余暇それぞれの領域で展開された両論
に共通する相互作⽤の観点を⽰したこと, そして

それらを融合した論を提⽰したことに新規性と
独⾃性がある。 

以下に本稿の限界と課題について述べる。第⼀
に, 本稿ではあくまで国内における社会教育学の
なかで展開あるいは紹介された研究のレビュー
にとどまっており, ⽂化と余暇に関する先⾏研究
を⼗分に検討できなかったことである。特にジョ
ーンズの論に関連する研究のレビューができて
いないことが課題である。今後 Aesthetic Edu-
cation をはじめとする⽂化芸術にかかわる領域
の研究を幅広く⾒ていきたい。第⼆に, 両者の理
論の融合までは提⽰できたものの, 実践可能なレ
ベルまでの理論的枠組みを確⽴するには⾄らな
かったことである。次稿, 「⼤⼈バレエ」実践者
を対象としたインタビューから分析を⾏う修⼠
論⽂にて, 実践の理論化を試みるが, それでもま
だ道半ばである。理論的枠組みの確⽴は, 今後⻑
期的に取り組む課題として残しておきたい。 
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Reconsideration of culture and leisure in lifelong learning 

research：Towards the analysis of amateur expressive activities 

Kotono SOMEHA†  

†Graduate School of Education, the University of Tokyo 

This paper aims to analyze amateur expressive activities by organizing studies on culture and 
leisure and contemplating a new theoretical framework for analysis. To organize these theories, it 
focuses on Jones' theory of "adult education and cultural development" regarding culture and 
Stebbins' "serious leisure" theory regarding leisure. By discussing the theoretical framework 
suggested by both theories, it points out that Stebbins emphasizes self-formation through 
interaction, while Jones emphasizes the dynamic formation of culture through interaction. The 
paper proposes a theoretical framework that merges the common theme of interaction found in 
both theories. Furthermore, it suggests that using this framework for analyzing amateur 
expressive activities could contribute to empirical analysis and deepen discussions on culture and 
leisure that are not confined to existing frameworks.  

Keywords: Culture, Leisure, Amateur Expressive Activities 
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